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　　   多摩市市民自治基本条例(市民提言案)スケルトン 　　   多摩市自治基本条例(行政素案)スケルトン

前    文 前    文

総     則 目 的 総     則 目 的

用語の定 義 定 義

基本原則 基本原則 基本原則 基本原則 基本原則 基本原則

条例の位置付け

市民の役割 市民の権利 市民の役割 市民の権利

市民の義務 市民の義務

コミュニティの役割 コミュニティの権利 コミュニティの役割 コミュニティ
議会の役割 議会 議会の役割 市議会の権限

市議会の責務

市の役割 市の責務 市長の役割 市長の権限

市の体制 市長の責務

自治体間の連携 自治体間の連携 市の執行体制 市の自立

市の組織体制

情報の共有 情報共有の原則 情報の共有 情報共有の原則

情報公開 情報公開

説明・応答責任 個人情報の保護

個人情報の保護 説明責任・応答責任

参画・協働 参画の原則 参画の権利 参画・協働 参画・協働の原則 参画・協働の原則

計画策定への参画 計画策定への参画 参画に伴う市民の責務

予算策定への参画 参画の保障

審議会等への参画 参画の形態 参画の形態

市民意見表明制度 計画策定等への参画

市民意見聴集制度 事業実施における協働

実施への参画 実施への参画 評価への参画

評価への参画 政策・事業評価への参画 参画の支援 参画の支援

参画の支援 参画の支援

住民投票 住民投票 住民投票 住民投票

住民投票の発議・請求

推進機関の設置 市民自治推進委員会の設置 自治推進委員会 自治推進委員会の設置

救済機関
条例の位置付け等 条例の位置付け等 条例の見直し等 条例の見直し

委　　任 委　　任

　　基本原則は、市民提言案をも
とにしながら、自治の仕組み等に
ついて、現行法に基づいて、整理
を行った。
　具体的には、自治の主体者を市
民、市議会、市長、市の執行機関
とし、憲法第92条で謳われる「地
方自治の本旨」である「住民自
治」(市民自治)に支えられた、
「団体自治」を規定することと
し、市民、議会、市長及び市の執
行機関が連携・協力して、まちづ
くりを行う上での、それぞれの役
割を、「権限(権利)」と「責務
(義務)」に整理し、掲載したもの
である。

　
　参画・協働の前提になる情報
の共有について言及したもの
で、市民提言案をもとに文言の
整理を行った。

　

　市民提言案が参画の手法を個別
的に提言しているのに対し、行
政素案では市民提言案の個々の
手法を「参画の形態」にまと
め、市民提言案にあるように、
「計画の策定」・「実施」・
「評価」の各段階で、それぞれ
の手法を用いて参画・協働でき
るよう、市民提言案と切り口の
異なる整理を行った。

　市民提言案を整理し、２条に分
割して掲載した。

　推進機関に救済機能等を併せ持
つものとした。

　条例の位置付けは、重要なこ
となので、「基本原則」掲載す
ることとした。

　前文は、条例の基本理念を総括
的に記載したものである。


